
川辺川の
⾃然環境を
守りたい

安全・安⼼な
施設にしたい

村⺠が気軽に
交流できる
場所が欲しい

持続可能な
施設にしたい[⽬指す姿]

相良村の魅⼒を
未来へつなぐ
「川辺川を核と
した持続可能な
拠点」づくり

川辺川の魅⼒を
直に感じたい

観光協会連携事業

WS・会議

川辺川魅力創造事業基本計画

・R4年11月26日（土）
・R5年9月30日（土）～ R5年10月1日（日）

やな場 ・R5年9月30日（土）～R5年10月1日（日）

・R4年11月26日（日）
・R4年12月10日（日）
・R5年9月30日（土）～R5年10月1日（日）

キャンプ

茶　会

視察研修 ・R5年9月21日（木）～R5年9月22日（金）        

職員WS ・R4年2月10日（金）

実証実験イベント（川の茶会）

令和2年7月豪雨災害を受け策定した「相良村復興計画」「相良村復興むらづ
くり計画」に基づき、川辺川の魅力を村内外に発信し、川辺川を中心とした周
辺環境・地域資源を活かした地域活性化・関係交流人口の増加につなげるため
の拠点整備を進めるための計画です。
計画策定にあたり、村民の意向を把握するための実証実験やワークショップ
等を行いました。

川辺川の体験を中心に自然・文化・歴史・産業等、村の本質に触れて、その触れ
合いから生まれる恩恵が、村の経済や環境へ還元される好循環を生むことを、新た
な交流拠点が目指す姿と基本方針として設定します。

導入する機能と現地の地形や自然環境や景観等を考慮
し、計画エリア内の大まかなゾーニングを下図のとおり
設定します。

計画概要

川辺川魅力創造事業基本計画（案）概要版川辺川魅力創造事業基本計画（案）概要版川辺川魅力創造事業基本計画（案）概要版

1

本計画の基本的な考え方3

基本方針に基づく方向性4

ゾーニング計画5

実証実験・ワークショップから見えてきたこと2

（施策の方向性）
①川辺川の魅力を伝えるために必要なモノをつくります
②川辺川の利用につながるコトを進めます
③必要なモノを必要な時に整備します

基本方針 1　川辺川を核とした拠点づくり

（施策の方向性）
①村民の日々の交流の場になる水辺をつくります
②村の将来を担う人材育成に繋がるコトを進めます
③色々な人が関わりやすい水辺づくりを進めます

基本方針 2　村民の活力・営みの持続に繋がる水辺づくり

（施策の方向性）
①伝統・文化の学びに繋がるモノをつくります
②村内の産業への貢献に繋がるコトを進めます

基本方針 3　伝統・産業の持続に貢献するコトの推進

（施策の方向性）
①自然環境にやさしい水辺をつくります
②川辺川の自然環境や景観保全を維持するコトを進めます

基本方針 4　川辺川の自然環境・景観持続の取組み

川辺川
大作戦会議

・第1回 R5年6月6日（火）
・第2回 R5年9月7日（木）
・第3回 R5年11月27日（月）

・第1回  R6年3月30日（土）
・第2回  R6年4月15日（月）魅力創造会議

第 1回
第 2回
第 3回

令和５年 6月 6日（火）
令和５年９月７日（木）
令和５年 11月 2７日（月）

相良村総合体育館
相良村総合体育館
相良村総合体育館

会　議 日　時 会　場 参 加 人 数

22 人（相良村役場職員＋川辺川ダム砂防事務所職員）
43人（相良村役場職員＋ 川辺川ダム砂防事務所職員）
55人（地域住民＋相良村役場職員＋川辺川ダム砂防事務所職員）

相良村村内外の参加がありました！ 
遠くは栃木
県や埼玉県
からの参加
者も！

主な動機は「鮎」や「お茶」への興味、「子どものための参加」
「川辺川のほとりでキャンプをしててみたかった」など

居住地

参加の動機

令和5年9月30日土曜日・令和5年10月1日日曜日

視察研修

令和5年9月21日木曜日・令和5年9月22日金曜日
試しに
やって
みた！

必要な
知見を
深めた!

迫間川

意見交換

鮎やな
つくり

鮎鮎鮎鮎や鮎鮎鮎鮎鮎鮎鮎 なななななお試し
キャンプ

サウナ

茶会茶会

三隈川

天ヶ瀬

おすそわけ野菜
のレストラン松原

田来原美しい
森づくり公園

令和５年９月２１日（木）～ ２２日（金）に行政、民間合
わせて約 20 名が参加、菊池市・日田市・中津市において視
察研修を実施しました。地域づくりの先進事例場所に同行、
現地で実際に活動されている方々から、各取組みの理念や内
容、施設の運営方法等について直接お話を聞くことができ、
知見を深めることができました。

川辺川と周辺の自然環境を守ること

村民の安心安全に繋がること

交流拠点として継続が可能な施設規模の設定や

施設規模や、管理・運営方法

村民が気軽に集い、交流する場所づくり

村最大の魅力「川辺川」を直に感じられるようにすること

川辺川の魅力発信川辺川の魅力発信川辺川の魅力発信

それぞれのグループで活発な意見交換が行われました！
老若男女・初対面の方など住民・職員入り混じる会議となりました！

川辺川魅力創造発展事業（実証実験）

ワークショップ

第

回2
第

回3



飛び込みエリア飛び込みエリア 駐車場エリア駐車場エリア

拠点エリア拠点エリア

鮎やな体験エリア鮎やな体験エリア

釣り・水遊び体験エリア釣り・水遊び体験エリア
散策・休憩エリア
（中州に渡る橋や散策路・鮎やなや川で遊ぶ子どもたち）
散策・休憩エリア
（中州に渡る橋や散策路・鮎やなや川で遊ぶ子どもたち）

芝生広場エリア（水辺でのイベント開催）芝生広場エリア（水辺でのイベント開催）

健康づくり・遊びエリア健康づくり・遊びエリア

散策・休憩エリア
（自転車やセグウェイなども楽しめる散策路）
散策・休憩エリア
（自転車やセグウェイなども楽しめる散策路）

拠点施設内の交流スペース拠点施設内の交流スペース
オープンキッチンを計画しており、

料理教室や特産品の研究、イベント時
の軽食の提供などが可能です。
また広々とした空間は、利用ニー

ズに合わせて様々な活動が自由にでき
るように計画しています。健康教室な
ど地域のコミュニティ施設としての活
用も想定しています。

オープンキッチンを計画しており、
料理教室や特産品の研究、イベント時
の軽食の提供などが可能です。
また広々とした空間は、利用ニー

ズに合わせて様々な活動が自由にでき
るように計画しています。健康教室な
ど地域のコミュニティ施設としての活
用も想定しています。

川辺川体験やキャンプなど水辺の
活動を快適にする施設
川辺川体験やキャンプなど水辺の
活動を快適にする施設
トイレ・シャワー室や炊事場を計画して

おり、鮎焼き場も設けています。より多く
の人が川辺川と水辺の体験を快適に楽しめ
るように計画しています。

トイレ・シャワー室や炊事場を計画して
おり、鮎焼き場も設けています。より多く
の人が川辺川と水辺の体験を快適に楽しめ
るように計画しています。

屋根のある多目的スペース屋根のある多目的スペース
日差しの強い日や雨の日などの休憩場所と

して利用できます。
将来的にニーズに合わせて壁のある屋内施

設にリノベーションすることも可能です。

日差しの強い日や雨の日などの休憩場所と
して利用できます。
将来的にニーズに合わせて壁のある屋内施

設にリノベーションすることも可能です。

森林体験エリア森林体験エリア

芝生広場エリア
（川辺川のほとりでキャンプ）
芝生広場エリア
（川辺川のほとりでキャンプ）

ゾーニングした各エリアに、鳥観図のとおり導入機能
に必要な施設配置を計画しました。

施設配置計画6

川辺川
本格体験
ゾーン

公園
ゾーン

拠点
ゾーン



交流拠点施設は、人材育成が期待できる下表 B）の活動団体等を主体に官民協働」で運営を開始します。村の未来を担う人
材の育成の場として、交流拠点施設の在り方や利活用の方向性が定まったら、民間の創意工夫の導入となる運営方法の導入を
図ります。

川辺川魅力創造事業は、実証実験や大作戦会議など、村民と共に進めてきた事業であり、引き続き、村民の皆様と一緒に取組んでい
きたいと考えております。
村民と共に水辺づくりを進めていくことができるように、今後も意見交換の場や検討の機会を設けていきます。村民 共 水辺 くり 進 く きるよう 、今後 意見交換

さがららがらさがさ らららさがらスタイルスタイル

種が
たくさん
できた！

新しい種が
できた！

R5
大作戦
会議

R4,5
川の
茶会

今
ココ

です

次の
STEP

R4-R5　川の茶会

R4-R5　視察
　　研修

R5 度　

川辺川魅力創造事業基本計画
R5 度　

川辺川魅力創造事業基本計画

川 茶会

視視察
研修研修

今
ココ

です

今

換の場や検討の機会を設けていきます。換 場や検討 機会 設け き す。

種がが
たくささん
できたた！種をまく種をまく

芽が出る芽が出る

葉を広げる葉を広げる

水やり水やり

村の色々なところに
花がもっと咲く
村の色々なところに
花がもっと咲く

次の
SSSSTTTEPS P

新しい種がが
できた！た！

つぼみをつけるつぼみをつける
肥料をやる肥料をやる

新しい種ができる新しい種ができる

花が咲く花が咲く

大作戦会議では参加者から今後の魅力創造に

繋がる多くの意見・アイデアが出ました

廻り地区に魅力創造のたね
をまきました

廻り地区に魅力創造のたね
をまきました

廻り地区に魅力創造のたね
をまきました

大作戦の意見、川の茶会の

アンケート結果をもとに

基本計画を作成しました

廻りの水辺を育てるために出来ることを色々やってみる

魅力の花を咲かせるつぼみができる 
水辺に寄って、

水辺をたくさん使う

やりたいことをやるために
必要なものをつくる

たくさんの人が

寄る水辺になる

新しいアイデアが生まれる

新しいことをやりたい人が手を挙げる

村のことがもっと好きなる

村を出た人が戻ってくる

恩恵が村全体に広がる

R4-R5　大作戦会議R4-R5　大作戦会議

事業の推進体制等

施設の管理・運営方法7 事業の推進体制等8

相良村魅力創造会議

その他事業・既存施設

川辺川魅力創造事業

遊水地等

相良村 総合検討チーム

大作戦会議
住民・関係機関等の
意見抽出の場

実証実験
事業実施に係る検証の場
意見等抽出の場

校内外住者 関係機関 外部機関・企業

村民・民間団体・企業・相良村・県・国・有識者などで構成事業の発展及び検討内容により委員は増加していく。
相良村の魅力を創造するために、協議するための機関。事務局（相良村）・オブザーバー（国・県・関係機関）

国土交通省
熊本県
熊本大学
さがらムーブ（P・D）



交流拠点施設は、令和 8 年度のオープンを予定しています。交流拠点施設オープン前の期間は、鮎やなの準備や仮設階段の設置、川遊び体験の実施など、交流拠点施設の完成を待たずに実施可能な取組みを進めていきます。また交流拠点施設のオープン後も引き続き、村民の方々
と共に水辺を育てて村全体に恩恵を広げるための取組みを続けていく予定です。

本事業のスケジュール9


